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各自治体・各企業各位

内閣府地方創生SDGｓプラットフォーム地方創生事業マッチング

         地方創生応援税制を活用した
0歳から100歳までの立腰（りつよう、腰骨を立てる）・
体幹遊び🄬と日本の心を伝える諸活動連携

日本再生国民運動 ご参画のお願い

公益社団法人マナーキッズ🄬プロジェクト 1

政府の政策（こども家庭庁の「はじめの100か月の育ち
ビジョン」、「こども大綱」）として実施

東久邇宮文化褒章受章
青淵渋沢栄一翁顕彰会「論語との算盤大賞」受賞
「マナーキッズ」調べの展開 文部科学大臣賞受賞
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構成
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２．「0歳から１００歳までの立腰・体幹遊び」とは 4P
３．実践プログラム   5P
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５．地方創生SDGｓ事業マッチング構想   7～8P
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７. 「０歳からの立腰・体幹遊び」オンデマンド配信
講師養成講習会兼講座のご案内他     12P

８．〇〇市町目標値設定事例    13P
９．園立腰・体幹遊び実績表事例    14P
10．企業版ふるさと納税使途当別町事例  15P 
その他使途事例     16P
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日本の子供・若者の憂慮すべき現代的（社会的）課題をこの
まま放置していいのだろうか？

◆運動不足が深刻  「体幹」が鍛えらておらずケガする子が増
◆姿勢が悪い   健康、脳に影響
◆食生活の変化    アレルギー、不妊症、奇形児等
◆残念な社会現象   いじめ、暴力、不登校、学級崩壊等

１．設立の背景（課題）と取り組み

（1992年学研『今「子供」が危ない』の警告）

平成8年（1996年）早稲田大学庭球部小学校テニス教室が原点
47都道府県、台湾、マレーシアにおいて延べ250万人の園児・児童が参加

地方創生応援税制を活用した０歳から１００歳までの立腰・体幹遊
び🄬 と日本の心を伝える諸活動連携による日本再生国民運動に
辿り着く

その上、日本の若者は、諸外国の若者に比べて、自己肯定感を
肯定的に捉えている比率が低い傾向にあると指摘されております
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２．「０歳から１００歳までの立腰・体幹遊び」🄬とは？
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3．実践プログラム

5
立腰・体幹を鍛えることにより、「美しい姿勢」が身につく

毎日の立腰タイム



◆ 朝、昼15分間、全校朝会、児童集会、
授業の最初と最後ほか様々な場面でマ
ナーキッズの礼法を実践

◆ ＣＲＴ（学力定着度調査）は、H22年は
H21年より全学年で大きく向上。中学年
以上のアンケート調査でも、 学習・生
活規律が身についている児童は、身に
ついていない児童より、一年間で大きく
学力が向上した。

戸越小学校「規範意識の向上と定着」によ
り、学力が大きく向上
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◆ 立位姿勢は、頭と首の位置が
後ろに動き、猫背傾向が改善

◆ 座位で「良い姿勢」の児童が増
加。体幹が鍛えられ、座った姿
勢に気を付け意識が働く

◆ 姿勢の良い小学生は自己抑制
が高い傾向、中・高校生は学習
が楽しい感じている傾向

②「マナーキッズ」を市民科授業に
取入れて(品川区立浜川小学校）

4．実践後の効果 ＜体・徳・知＞バランスの」取れた人材育成

◆ 3歳児に週3回、3か月の模倣運動を行った結果、運動した群は、しない群よ
り言語検査得点の伸びが大きかった

◆ 小学校5年生32人にマナーキッズ教室を実施。前後で「気分プロフィール検
査」の結果、混乱、緊張・不安、抑うつ・落ち込み、怒り・敵意等が低下した

①子供の体幹を鍛える研究
（東京都教職員研修センター
早稲田大学スポーツ科学学術院）

③日本体力医学会大会の発表（上武大学教授,筑波大学名誉教授 大森肇他）
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5．地方創生SDGｓ事業マッチング構想

地方自治体が実施主体、民間企業は企業版ふるさと納税

制度を活用し、マナーキッズと事業マッチングで「健康と福祉
（ＳＤＧｓ３）」と「みんなに教育（SDGs４）」に貢献

こども家庭庁の「はじめの100ヶ月育ちビジョン」他として実施

地方自治体
（実施主体）

民間企業
（支援）

マナーキッズ
プロジェクト
（運営協力）

企業版ふるさと納税寄付

納税相当資金
仕組み作り ボランティア社員（講師他）

企業でも実践（保護者）

９割の税還付

「三つ子の魂百まで」プロジェクトの推進強化・拡大

企業ブラ
ンド向上

地域
創生
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企業にとって「企業版ふるさと納税」活用のメリット

社会貢献
・SDGsへの寄与・創業地等の地域への恩返し・事業への貢献

事業展開
・企業のPR・地方公共団体との新たなパートナーシップの構築
・事業参加で社員の新たな経験に 8

寄付額

企業版ふるさと納税

通常の寄付

損金算入
約3割

税額控除
最大6割 

企業負担
約1割

例 1,000万円寄付すると、最大約900万円の法人関係税が軽減

企業版ふるさと納税概要
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⓵内閣府承認の事業名称

まち・ひと・しごと創生寄付活用事業に関連する寄付を
行った法人に対する特例【A2007】に対して当別町より
地域再生計画書を提出、令和5年3月30日に認定される。
（第67回認定）
②町議会の承認月日
令和5年6月23日（補正予算承認月日）

③名称（議案書に記載名称）
【歳入】款：寄付金 項：寄附金 目：総務費寄附金

節：総務管理費寄附金
説明：企業版ふるさと納税

【歳出】款：教育費 項：保健体育費 目：保健体育
総務費 節：負担金補助及び交付金
説明：マナーキッズプロジェクト

６．展開策 第１号当別町事例 第２号群馬県川場村
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④当別町こども園において立腰・体幹遊び開催
公益社団法人マナーキッズプロジェクトより講師派遣

⑤子ども園教諭、保育園保育士、保護者が「0歳から100
歳までの立腰・体幹遊び」講師養成講習会兼講座を受講
⑥毎日の園での立腰タイム（10秒程度から始める。
徐々に1分程度に時間を延ばす）
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1 両足を床につける
２ お尻をうんと後ろに突き出す
３ 腰骨をぐっと前に引き出す
４ あごを引き、肩の力を抜く
５ 頭上を引っ張られる気持ち
で

指導者は間を回って腰骨を軽く
押し、美しい姿勢を意識させる。
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⑦体幹遊び（５ページ実践プログラム）を取り入れ、立腰が持
続できるようにする。

⑧美しい姿勢が身につく。
⑨自分から挨拶をする。
⑩「ハイ」と返事をする。
⑪靴をそろえる。
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立腰・体幹遊びにより、集中力や持続力、情緒の安定を促
し、心身のバランス感覚や行動の俊敏さも育てる効果があ
るという生物学的・脳科学的裏付けがあります。

０～９歳までが躾の適齢期と言われております。

人間形成の礎石となる「三つ子の魂」を育むこ
とが必須！



①講習会兼講座の趣旨・狙い マナーキッズプロジェクト理事長 田中日出男

②0歳からの立腰教育 福岡市清水保育園園長 江嵜尚子

③0歳からの体幹遊び（含むアンチフレイル体幹
体操）

根本わくわく体操教室代表 根本正雄
甲斐市あおぞら保育園園長 村井つかさ

④子供の体幹を鍛える大切さ マナーキッズプロジェクト最高顧問 川淵三郎

⑤運動遊びが子供の脳と体を鍛える 安田式体育遊び研究所長 居関達彦

⑥「マナーキッズ」調べ 元千葉敬愛短期大学学長 明石要一

⑦食と健康 食と健康財団前理事長 道見重信

⑧子供の体幹を鍛える研究 早稲田大学スポーツ科学学術院教授 間野義之

⑨幼児期の言語機能に及ぼす模倣運動の影響 上武大学教授、筑波大学名誉教授 大森肇

⑩規律正しい児童は学力も大きく向上する 品川区立浜川小学校

7．「０歳から100歳までの立腰・体幹遊び」オンデマンド配信

講師養成講習会兼講座のご案内
（毎月1日～10日配信）
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項目 令和3年度数値 3年後目標値 5年後目標値 10年後目標値
いじめ
不登校
暴力行為
骨折
発達障害
アレルギー
体力の向上
学力の向上
医療費の削減

８．○○市町目標値の設定（できるだけ目標値を設定して頂きたい）

項 目 現在数値 3年後目標値 5年後目標値 10年後目標値

いじめ

不登校

暴力行為

骨折

発達障害

アレルギー

体力の向上

学力の向上

医療費の削減

立腰・体幹遊び採用園、小学校の目標値の設定幼校での展開が困難な場合は、希
望する園、学校或い

全幼稚園・保育園・こども園、小学校での展開が困難な場合は、希望する園、学校
或いはスポーツクラブ、シニア対象の立腰・体幹遊び他からまずは開始して頂け
れば幸甚です。
です。 13



項目 実績

立腰 毎日の立腰タイム できた 概ねできた できなかった

授業の際、食事の際に立腰

挨拶は自分からする

返事は「ハイッ」とはっきりする

履物は揃える、椅子は入れる

体幹遊び 授業の始めと終わりの挨拶を通し
て体幹を鍛える

体育の時間等において身体活動
量を増やして体幹を鍛える

朝の会等での運動を通して体幹
を鍛える

「マナーキッ
ズ」調べ

「言葉」「お辞儀・挨拶」「歩き方・
姿勢」「生活」「社会規範」を親子
でチェック

食と健康
（任意）

健康の鍵は、5歳位までに決まる

腸内細菌。日本の食文化の原点
に立ち戻ろう。食事の改善に挑戦

９.立腰・体幹遊び 実績表
〇〇園 〇〇組
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旅費 49,210円

宿泊費 7,700円

宅急便代 １,500円

委託料 5,000円 ふれ・スポ・とうべつ5％

10,000円 マナーキッズ10％

合計 100,000円

10.企業版ふるさと納税寄付金2社20万円の使途当別町事例

当別町子ども園開催費用

講師養成講習会兼講座開催経費

講師養成講習
会受講者

60,000円 2,500円×24人保育士他

講座受講者 25,000円 1,000円×25人保護者

委託料 5,000円 ふれ・スポ・とうべつ5％

10,000円 マナーキッズ10％

合計 100,000円 15
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11.企業版ふるさと納税寄付金その他活用例

①「外遊び空間の整備」他の助成
・保育園、幼稚園園庭の芝生化 裸足で遊び、体幹を鍛
える
・安田メソッド（安田式遊具とその指導法）により、子供の
脳とからだを鍛える

②マナーキッズスポーツ教室、音楽、伝統文化教室開催
費用

③不登校他対策として園児・児童の農業体験開催費用
④講師養成講習会認定証の所持者で「０歳から+5歳まで
の立腰・体幹 遊び」で高い実績をあげた保育士、教諭、
指導者他に、奨励金を支給することがある。
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